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31−2　 妊娠 SHR に 対す る プ ロ ゲ ス テ ロ ン補充療法 （EP 療法） の 血 圧 降下作用
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【目的】我 々 は昨年の 本学会で 妊娠 SHR ラ ッ トで はア ン ギオ テ ン シ ン感受性 が 消失 して い る こ とか ら， 妊娠中毒症モ デ ル とな

る こ とを報告 した．妊娠中毒症 に対 す るエ ス トロ ゲ ン ・プ ロ ゲ ス テ ロ ン 補充療法 （EP 療法）の 有用性を検討する 目的で 妊娠

SHR ラ ッ トに 対し，　 EP 療法を施行 し，母獣血圧の 変化と胎仔胎盤系 に 及 ぼ す影響 につ い て検討 した．【方法】妊va　SHR ラ ッ

トに対 して 17βエ ス トラ ジオ・一
　JV　IOpg／day と プ ロ ゲ ス テ ロ ン 2mg ，

”day を妊 娠 16〜19H まで 皮下 注射 ， 妊娠20日に 帝王切 開術

を施行 した（N 覃5）．妊娠 16−−20U まで 母獣血圧を測定 ， 胎仔数，胎仔重量，胎盤重量を計測 し，胎仔胎盤系の 組織学的変化

を検討 した，【成績】EP 療法施行群に お い て 妊娠19，20　F で 母獣収縮期 函旺 が 有意に 低 下 した （p〈 O．OOI）．胎仔数は コ ン トロ ー

ル 群 で 9．8匹，FP 療法を施行 した 群で＆4匹，胎盤重量 は コ ン トロ ール 群 で O．39g，　EP 　M 法を施行 した群 で 0．36g と両群 に 差 は 認

められなかっ た．胎仔重量は コ ン トロ ー
ル 群で3．09g，　EP 療法を施行 した群 で2．48gとなり，　 EP 療法施行群で 有意に低 ドした

（p＜ 0．01）．組織学的に は EP 療法施行群に お い て母獣赤 ［t］L球が 通過す る絨毛間腔が EP 療法施行 に よ りコ ン トロ ール と比較
して約 1．5倍 に増加した （p＜O．Ol）．ア ン ギオテ ン シ ン2を分解する主要な酵素 で ある Aminopeptidase　A （APA ）の 活性を母

獣腎臓 に お い て 検討 した とこ ろ，妊 娠 SHR ラ ッ トに EP 療法を 施 行 する こ とに よ り APA 活 性 が 有意 に上 昇 した （p〈0．001）．

【結論】EP 療法施行に よ り妊娠末期 に 母獣の 血圧低下 を認め た．こ の 原因として母獣腎臓 の APA 活性の 上昇と胎盤絨毛間腔

の 拡張に よ る blood且ow の 変化 が考 え られ た．

31−3　 妊娠中毒症妊婦 と本態性高血し圧合併妊婦 に 対する 塩 分制限 の 有効性 に 関す る検討
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【目的】妊娠中毒症妊婦 と本態性高血圧 合併 妊婦 に対 して食塩制 限 を行 い
， そ の 病態に 及ぼ す影響か ら塩分制限の 効果 に つ い

て 検討 した．【方法】同意の 得られ た 妊娠中毒症軽症9例 （M 群〉， 重症6例 （S 群 ）と本態 性 高血 圧 合 併 妊 婦 （混 合 型 妊 娠 中 毒

症 は 除く）6例 （EH 群）を，入院後 に7g／日の 食塩制限 食 を5日間摂取 させ ， 制限鳶後 の 平均血圧 （InmHg ），血清尿酸 （UA ，
mg ／dD ，尿中 Na と Ct濃度， 血清 レ ニ ン （ngf

’
ml ）と ア ル ドス テ ロ ン （pg／ml ）の 濃度 （M ± SD ）を 検討 した．【成績】制 限

前 の 血 清 レ ニ ン とア ル ドス テ ロ ン 濃度 は，M 群 （2．08 ± O．85とユ20．7± 35．3） とS 群 （2．03± O．79と87．7± 54．1） に比べ ，　 EH 群

（3．63 ±0．46と222．6± 46．9）で 高値で あ っ た が （い ずれ も p〈 0．05），血清 UA 値と尿巾 Na と Clの 濃度 には各群間で有意差は な

か っ た．M 群で は，平均 血 圧が 制限前 （IO9± 5＞に 比 べ 食塩 制 限後 （99 ± 4） に低下 したが （p＜ 0．01），他 の 群で は有意差 は

なかっ た．S 群で 制隈後の UA （9．0 ± 1．0）は制限前 （7．1± O．9）に比べ 増加した （pく e．OS）が，他の 群 で は 有意 差 は な か っ た．

M 群と S 群で の 尿中Na と Cl の 排泄量 は，制限前 （80．4± 15．8と77．4± 14．2）に比べ 制 限 後 （5L2 ± 8．8と49．6± 8．1）で 有意に 低

下した （い ず れ も p＜0，05）が，EH 群で は 有意差 は なか っ た．　 EH 群 で ア ル ドス テ ロ ン 濃度は 制限前 （222．6± 46．9）に比 べ 制

限後 （139，7韭 30．4）に低 ドし た が （p〈 O．05），M 群 や S 群 で は 有 意 差 は な か っ た．レ ニ ン 濃度で は 全 て の 群で 有意差 は な か っ

た．【結論】塩分制隈後の 病態と血 中や 尿 中 物質の 動態から， 塩分制限は妊娠中毒症軽症 例 につ い て は 有用 で あ るが，重症例や

本態性高lll［圧 合併例 に対 して は有効な治療 で は ない と考 え られ る．

31−4　　橈骨動脈圧 波形記録 に よ る 妊婦血L管機能評価
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【目的】近年 ， 体表から記録 さ れ た末梢動脈圧 波形の 解析 に よ り全身の 循環動態を非 侵襲的 に把握す る試み がなされて い る．

しか し， 妊 婦 に関 す る詳細な 検討 は こ れ まで に ほ とん どな され て い ない ，今回 われ わ れ は，橈 骨 動 脈圧 波形を記録 し，駆 血負

荷 を与えた 際の変化 に つ い て 検討 した，【方法】対象は，非妊娠健常女性9名 ， 正常妊婦6名，妊娠中毒症合併妊 婦5名で あ り，

被検者全員か ら同意を得 て い る．まず被検者の 片側上 肢体表 か ら安静時 の 撓 骨 動 脈 圧 波 形 を記 録 し た ．次 い で 対 側 上 腕を成人

用 カ ブ に よ る1血圧 計を用 い て 250mmHg の 圧 で5分 間駆血 した 後解放し，駆血 中か ら解放 後約5分後まで 橈骨動脈圧波形 記録

をお こ なっ た．橈骨動脈圧 波形 にお い て は
，

心 室 収縮 に よる駆 出時 の 血 圧 ピーク （Pl＞と，血管か らの 反射波加算 に よる と考

え られ る ピ ーク （P2）の 2つ が形 成 され る．こ の P1 に 対す る P2大 き さ （Augmentation　Index，以 下 Alx， ％〉は 全身 血管抵

抗性を反映 し，また 安静時 Alx に 対す る駆 面L解放 後 Alx の 低下の 程度は 血管 内皮 機能 を反映す る と考 え られ，こ れ ら大 きさ

を 各群 問 で 比 較 した．【成績】非妊娠健常女性群，正 常妊 婦 群，中毒症妊婦群 に お け る橈骨 動脈 AIx は それぞれ57．2韭 18．1％

（mean ± SD，以下同様），46．6± 15．1％ ，
80．7 ± 20．1％ で，中 毒症 妊 婦群 で 高値 とな る 傾 向で あ っ た．また，駆血 負荷後 の Alx

は 低下 は そ れ ぞ れ8．7 ± 5．3％，12．5± 8．7％ ， 4．3± 5．4％で あ り，中毒症 妊 婦群で 低値で あ る傾向 を認 め た」結諭】橈骨動脈圧 波

形記録に よ り妊 婦 而1管機能評価が可能 で あり， 特 に駆血 負荷に よ る 橈骨動 脈圧 波 形 変化か ら妊娠中毒症 に お け る血 管内皮機

能 低 ドを非侵襲的 に 評 価で きる 可能性 が 示唆 され た．
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